イネの光形態形成反応 : 突然変異体の分離と解析 by Kanti, Biswas Kamal

















































.Qhoto!ropism 1)とは異なる遺伝子座のものであることを明らかにし、 cpt2と命名した。 cpt2突然変異
体では、幼根の光屈性は正常であり、成長と重力屈性も、幼葉鞘と幼根の両器官で正常であった。更に、
この突然変異体では、光屈性が単に部分的に欠損しているだけではなく、屈曲反応に野生型品種とは明確
な違いが観測され、先端部のみを遮へいする実験などから、幼葉鞘先端部の光受容機能が特異的に消失し
たものであることが明らかにされた。
本論文は分子遺伝学的研究のモデル材料として確立されたイネが、光形態形成の研究でも有用なモデル
材料であることを示した。さらに、この研究で分離・解析された突然変異体は、光形態形成の分子機構を
解明するための有用な研究材料であるO 以上の成果から、本論文は光形態形成機構の解明に著しく寄与す
るものであり、博士(理学)を授与するに値するものと審査した。
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